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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究は、 The  Cus tom o f  the  Count ry を出発点として Edi th  Whar ton 研究におけるフェミ

ニズム批評の可能性と、その独自性を探ることを目的として計画された。本作品の主人

公は、彼女との恋愛に夢中になる男性キャラクター達とは対照的に、彼女のセクシュア

リティが不在であるかのように描かれる。これを主人公の無性愛傾向（アセクシュアリ

ティ）と仮定すると、同作家作品における非異性愛規範的な性表象にこそ、女性表象や

異性愛規範性への作家の独自の問題意識が表出するように思われる。そこで、既にクィ

ア批評の視座から注目されていた同作家の幽霊物語を新たな研究対象とし、幽霊表象を、

「クィアネス」という概念を援用することで、異性愛規範から逸脱する欲望の表出として分析した。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    Edith Wharton  〕 〔 クィア・テンポラリティ 〕 〔      セクシュアリティ研究 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

1 .  本研究の問題設定  

本研究は、Edi th  Whar ton 作品における女性表象やセクシュアリティ表象から、フェミニズム批評の

可能性 と、その独自性を探る大きな枠組みの内の一つのケーススタディとして、The  Cus tom o f  the  

Country (1913)を第一のメインテクストとして扱うプロジェクトである。同作品の主人公 Undine  Spragg

のキャラクター造形の特異性が、彼女の無性愛傾向 （アセクシュアリティ）にあると仮定することで、同

作家作品の非異性愛的なセクシュアリティ表象の探求とすることを本研究のより具体的な方向性とし

て定めた。同作家のセクシュアリティ表象を、「クィアネス」という概念を援用することで異性愛規範から

逸脱する欲望や関係性、そして生のありかたの多様性を探求することを本研究の新たな目的として据

えた。本研究におけるクィアネスとは、通常使用される同性愛的な意味のみを指すものではない。結

婚 ・再生産を経験する生を前提とする異性愛規範から疎外 されたあらゆるセクシュアリティや、生のあ

りかたを指す。The  Cus tom o f  the  Count ry 研究を通して得た、Whar ton のクィアネスという主題を深め

るのに相応しいと思われる同作家の幽霊物語を夏季休暇以降、新たな研究対象に加えた。  

Whar ton 研究に端を発する本研究は、セクシュアリティ研究を軸とすることによって、昨年度より並

行して研究を進めていた Nathan ie l  Hawthorne と Sherwood Ande rson という二人の作家の研究との

テーマ的な繋がりをより明確することができた。セクシュアリティ研究やクィア研究を主題とすることで、こ

れらのテーマを中心的に扱い、複数の作家をケーススタディ的に取 り上げるという博士論文執筆に向

けた包括的な研究の方向性を定めるに至った。特に Hawtho rne の  The  House  o f  the  Seven  Gables  

(1851 )についての英語論文で援用した「クィア・テンポラリティ」の概念は、Wharton 作品における幽霊

物語を読解するうえでも重要な示唆を与えた。Michae l  Warner などの クィア批評家は、結婚や再生

産 が 異 性 愛 か つ モ ノ ガ ミ ー の セ ク シ ュ ア リ テ ィ に の み 特 権 化 さ れ る こ と を 異 性 愛 規 範 性

（he te ronorma t iv i t y）と定義し、その特権性や、そこから排斥される事象を問 う。クィア・スタディーズか

ら派生したクィア・テンポラリティという概念は、2000 年代以降提唱されたものである。この概念は、異

性愛規範性によって、人生において結婚・再生産などを始めとするライフイヴェントを経

験することが期待されるという直線的な生の時間の規範が存在することを明らかにした。クィア・

テンポラリティは、とりわけ、生殖中心主義へのアンチテーゼとして機能する。Lee  Ede lman は、つまり

「再生産的未来主義 」（“rep roduc t ive  fu tu r i sm ”）を批判し、クィアネスとは、そのような再生産的未来

主義の外部を指すと定義している。Whar ton ,  Hawthorne ,  Ande rson のそれぞれの作家研究の過程

において、本研究ではいずれの作家の作品についても、生殖中心主義に抵抗しうる表象を取 り上げ

ており、クィアネスを本研究の鍵概念とし、体系的な研究を目指した。  

 

2．Edith  Wharton 作品におけるクィアネス  

本研究の当初のメインテクストである The  Cus tom o f  the  Coun try においては、主人公の Undine の

出産 ・育児の描写が極端に少ないことと、彼女の無性愛傾向に注目した。彼女の出産から息子が 3

歳になるまでの 3 年間を、本作品の語りは全く描かない。さらに主人公の育児への無関心も顕著であ

る。申請当初は、彼女の育児放棄に着目することで、これを彼女の過剰な暴力性と捉えていたが、再

生産する存在としての Undine を描くことを拒む語りは、むしろ彼女のアセクシュアリティと連関して考察

可能なのではないかという仮説に至った。離婚と再婚を繰 り返し、社会的上昇を目指すという本作品

のプロットからは、主人公の奔放さや、強烈な上昇志向など、彼女の過剰さが特徴づけられるように思

われる。しかし、男性キャラクターたちとのやり取りを精査すると、彼らが彼女に抱く愛憎とは対照的に、

Undine はロマンティックな感 情 を彼 らに見 せることはほとんどない。たとえば、 2 番目 の夫 Ralph  

Marve l l との新婚旅行先で、Undine が彼と身体的な接触をする場面は、おそらく作中最もセンシュア

ルに男女関係を描く場面でありながら、Marvel l のほうは、ロマンティックな感情の高揚から、詩の創作

意欲まで掻き立てられるが、Undine は、彼の詩的な言葉と身体接触に不快感を示し、身をよじる仕

草をし、「ここは暑すぎる」と繰 り返す。さらに、新婚旅行の道中 、彼女が旅先の不快感とホームシック

を泣きながら訴えたことも、夫婦生活への嫌悪を読み取ることができる。したがってこの箇所は、彼の性

的な接触に対する彼女の嫌悪感の表出と、Undine のロマンティックな情感への無関心が表れている

だろう。また、本作品は、女性主人公が結婚を繰 り返すというセンセーショナルなプロットを提示するも

のの、性描写は Whar ton の他作品と比較すると少ない点も注目に値する。Undine が出産 ・育児を経

験しながらも、その過程を極端に描かない語 りの戦略は、彼女の性愛への無関心と連動することで、

彼女の再生産性が強調されることは決してない。彼女の性愛への無関心こそが、結婚と離婚を社会的地

位向上の手段としてのみ捉えることを可能にしているのではないか。さらに息子への無関心は、親権を盾  
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に夫を強請るといった自己の利益の追求を可能にする。過剰なまでの野心や育児放棄など、彼女の「悪

女」らしさを、ジェンダー規範への抵抗と読み取ることで家父長制批判を読み取る従来のフェミニズム

批評に加えて、本研究ではこれまで言及されることの少なかった Undine のセクシュアリティの問題を精

査した。家父長制に抵抗する「悪女」的なフェミニスト・モデルの造形を Undine から見出すのではなく、

性愛への無関心、特に情緒的結びつきの忌避や、再生産のイメージの想起を意図的避けるよう描かれる

Undine は、異性愛セクシュアリティから遠ざけて提示されるかのようである。  

3. 幽霊とクィアネス 

The  Cus tom o f  the  C ount ry 研究の過程で得た、女性キャラクターの非異性愛規範的な性質を

見 出 す着 眼 は 、 Wharton の幽 霊 物 語 におい て も 有 効 で あ る と 考 え 、 研 究 の対 象 を主 に

“Kerfo l” (1916) とい う幽 霊 譚 にも拡 大 した 。これまでも、 “The  Lady’ s  Ma id ’s  Be l l , ”  (1902 )  

“Pomegrana te  Seed ”  (1931 )など同作家の代表的な幽霊物語については、主人公が幽霊を見ると

いう事象から、抑圧された同性愛的な欲望を見出し、異性愛規範への抵抗を指摘されてきた。作中

に描かれる幽霊 ・あるいは死んだ前妻からの手紙などの超自然現象は、家父長制下の結婚生活で

抑圧された女性キャラクターの抵抗や、同性愛的欲望の表出であるという解釈がなされてきた。加え

て、“The  E yes”(1910 )で描かれる血走った目の幻想も、このオカルト的な事象を通して男性主人公

の抑圧された同性愛的欲望を提示する、同質のパターンの一つに数えられる。つまり、Whar ton の

描く幽霊とは、異性愛規範に対する何らかの表徴として解釈されてきた。  “Kerfo l”は、前述の著名

な作品に比べて主だった言及をされることは多くないが、これら少数のうち本作品における超自然現

象である「夫の Yves に殺された妻 Anne の愛犬の亡霊 」について、本作に表象される「暴虐な夫と、

抑圧される妻 」という構図に基づき、父権的抑圧に対する作家の告発と抵抗の一例であるとの読み

が展開される。しかし本作品に描かれる夫婦関係は、父権を行使する夫 と抑圧される妻 、という、ジ

ェンダーの構図だけでは回収不可能な特徴を帯びている。対して本研究では、同作におけるセクシ

ュアリティ表象の非規範性や、人間と動物 といった種の不分明な閾 、そして物語内の時間 ・言語の

混乱といった事象に注目し、その意味をクィアネスの枠組みから考察した。  

まず、この夫婦関係に特徴的なのは、夫婦の不毛性と、パートナーの不在時に各々が抱 く非異

性愛規範的なセクシュアリティである。夫は前妻との間に子を設けた過去が明かされていることや、妻

の大きな絶望から、この夫婦の不毛性は妻の側に原因があることが仄めかされている。夫は 17 世紀

の貴族の家系の当主であるから、生殖至上主義は強固なはずであり、妻の不毛性は離婚の決定的

な要因となるにも関わらず、彼は生殖能力のない彼女と婚姻関係を継続している。したがって、子を

作れない妻との夫婦関係の継続は、当時の性規範と照らすと異質なものである。さらに、この夫婦の

関係の特異性を明らかにするのが、夫から妻へのネグレクトと、夫が不在のベッドで行われる妻と犬と

の官能的な接触である。夫は商取引のための長い長 く家を留守にし、帯同を望む妻を拒み、異国

風の商業仲間とのホモソーシャルな関係に入り浸っている。一方、夫が不在のベッドで、妻は犬と眠

るが、その姿は官能性を付与され、夫が犬に嫉妬し殺害してしまうことからも、犬が妻にとっての性的

な親密さを抱くパートナーであることが示唆されている。彼らの異性愛規範的な夫婦関係からの逸脱

によってもたらされる、犬 と人 間 という種 の閾 の混乱 を示すほか、ブルターニュ地 方の貴族 である

Yves のエキゾティックな商取引は、文化的な混淆を提示する。  

このように、物語の舞台である Kerfo l 邸は、夫婦の生殖のための空間としての家庭ではなく、人

間 ・動物間の種の不分明な官能性を実践したり、文化的な混淆を体現したりする物質の終着地点

として機能する。本来 、結婚 ・再生産などの秩序の不可侵な空間であるはずの家庭が、むしろ、混

淆の場として逆転的に立ち現れる。加えて、この物語内の多層的な言語の問題も同様に、境界の

閾を混乱させる重要な一要素である。17 世紀ブルターニュ地方で起きたとされるこの物語は、現在

の英語話者である語 り手がフランス語で記された法廷記録を翻訳し読者に提示されたものである。

つまり本作品はブルターニュ方言、フランス語 、英語へと二重の翻訳 と、およそ 300 年という時間が

Cornau l t 夫妻の出来事から語 り手が物語るまでの間を隔てている。今年度の本研究は、作中のセ

クシュアリティ、言語、時間といったあらゆる閾の混乱を指摘するまでに留まってしまったので、多層な

混淆の要素を概念的に統合していくことを今後の課題としたい。  

※この （様式２） に記入の成 果の公表を見合わせる 必要がある場合は、そ の理由及び差 控え期間 等  

を記入 した調書（Ａ４縦型横 書き１枚・自由様式） を添付すること。  
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